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          午後１時２７分  開  議 

 

委 員 長 （門間浩宇君） 

      皆さん、こんにちは。 

      定刻前ですが、皆さんおそろいのようですので、ただいまから本日の会議を開きま

す。 

      ここで、執行部より資料訂正に関する申入れがありましたので、説明を求めます。

税務課長小野政則君。 

 

税務課長 （小野政則君） 

      特別委員会の冒頭にお時間をいただきまして、大変申し訳ございません。 

      税務課からは、主要な政策の成果に関する説明書につきまして訂正をお願いするも

のです。 

      訂正の内容につきましては、９月13日の特別委員会で馬場良勝委員より質問があっ

たところになります。なお、資料の修正につきましては、この後の休憩の時間に税務

課でさせていただきますのでよろしくお願いいたします。 

      訂正の箇所でございます。 

      説明資料45ページ中段の徴収対策の実施の欄の中段にあります督促状の送付の表

中、督促状の納入税額等でございます。１億2,967万6,000円を5,982万5,000円に、納

入率67.79％を31.27％に、合計の納入税額等でございます。１億4,601万2,000円を

7,616万1,000円に、納入率49.59％を25.86％に訂正をお願いいたします。 

      訂正の前の１億2,967万6,000円につきましては、督促状を送付後、令和４年度出納

整理期間令和５年５月31日までに納入となったものでございまして、例年の表示とし

ましては督促状発送後、督促状の納入期限２週間後までに収納となったものを表示し

ておりましたので、5,982万5,000円に訂正をさせていただくものでございます。 

      数値の精査が漏れましたことをおわび申し上げます。 

      以上でございます。 

 

委 員 長 （門間浩宇君） 

      以上で報告を終わりますが、質疑ありませんか。７番馬場良勝君。 

 

７  番 （馬場良勝君） 
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      ただいま訂正のご答弁をいただきました。これミス重なっていますよね。 

      まず第一に思い込みで入れてしまったのかというのが一つと、それから見直し作業

の欠如、あとは課内での情報共有ができていなかったんではないかと思われます。猛

省を促したいと思います。 

      また、我々議員は数字上でしか確認することができないものもあるんですね。そう

いう意味では今後もしっかりとこの部分は取り組んでいただきたい。 

      また、職員においてはほかの課のこととせず、さらに気を引き締めて取り組んでい

ただきたいと思いますので一言申し上げておきます。 

      以上です。 

 

委 員 長 （門間浩宇君） 

      答弁は必要ありませんね。これで訂正に関する質疑を終わらせていただきます。 

      これより、監査委員の決算審査報告についての質疑を行います。 

      質疑ありませんか。 

         「なし」と呼ぶ者あり 

      ないようですから、これで監査委員の決算審査報告についての質疑を終わります。 

      続きまして、代表質疑を行います。 

      代表質疑については、最初に総務常任委員会、次に社会文教常任委員会、最後に産

業建設常任委員会の順に行います。 

      それでは、代表質疑を始めます。総務常任委員会代表大須賀 啓君。 

 

大須賀 啓委員 

      それでは、総務常任委員会を代表いたしまして３件につきまして質問させていただ

きます。 

      町長におかれましては24年間大変ご苦労さまでしたし、今回の議会最後になります

し、各常任委員会の質問に対しても答弁が最後になるかと思いますので心に残る答

弁を、私も優しく質問したいと思います。よろしくお願いします。 

      さて１件目、消防団の充足率アップのために。 

      要旨としまして、自助・共助・公助による災害対応、また、町のコミュニティーの

維持のためにも消防団は極めて重要な組織と考えます。新規加入者の確保に苦心し

ている状況であるとも思われます。消防団への入団にある課題を分析しているのか、

また、団員確保に向けて努力しているのか。 
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      ２件目、にぎわい創出事業を振り返っての総括は。 

      にぎわい創出事業には多くの方が関わったが、一旦白紙となった。今後に向けて、

町長としての総括は何か。 

      ３件目、地元業者の入札や下請けを増やす工夫は。 

      災害復旧や地元雇用、税収のためにも地元業者の存在が重要と考えます。総合評価

の入札や工事下請などで地元業者を育てる工夫をしておりますか。 

      以上３件、よろしくお願いします。 

 

委 員 長 （門間浩宇君） 

      答弁を求めます。町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      それではどうぞよろしくお願いします。 

      ただいまのご質問でございますが、１件目「消防団の充足率アップのために」に関

するご質問でございました。 

      本町の消防団は、昭和30年４月20日に大和町の誕生と同時に合併前のそれぞれの団

員を任命し、26部66班で編成し、定数714人で発足いたしました。 

      その後、昭和52年に690人、平成元年に600人、平成３年には555人に改めまして、

32部58班の編成とし、平成14年にはもみじケ丘地区への居住状況も踏まえまして、

10人を加えた565人の定数で現在に至っているところでございます。 

      発足から68年の間、その時代時代の状況も変化しており定数を削減してきたもので

ありますが、近年、平成29年度は定数に対して充足率96.5％、545人の実員であった

ものが徐々に減ってきておりまして、令和４年度末の団員数は、定員に対し実員が

498人で充足率88.1％まで減少している状況にございます。 

      消防団は、地域における消防防災のリーダーとして、平常時・非常時を問わずにそ

の地域に密着し、住民の安心と安全を守るという役割を持っております。 

      この地域に密着するということは、消防団員が消防防災に限らず地域活動・地域の

活性化に必要不可欠な存在であると考えております。 

      また、消防団員の職業構成では、消防団発足当時の昭和の時代は農業も含む自営業

の方が４分の３ほど、会社員などのお勤めの方が４分の１の割合でしたが、現在で

は逆転しまして、会社勤め被雇用の割合が83.5％を占めております。 

      そして、団員の年齢構成も30代の割合が減少しており、40代が194人で40％、50代
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は162人で32.5％、60歳以上が56人で11％となっており、消防団におきましても高齢

化が進んでいる状況にあります。 

      このような就業・年齢構成の変化によるものが消防団活動に影響を及ぼし、適正規

模の活力ある消防団員の確保をいかに図っていくかが切実な課題となっております。 

      消防団に限らずあらゆる分野におきまして、後継者不足・人材確保が課題となって

おりまして、町としましてもこの課題をどう解決していくか非常に難しいところで

ありますが、新たな団員の確保に向けましては、各消防団員が地区での集まり等の

中でお声がけをするとか、イベントでの消防車両の展示などに合わせ啓発活動を行

っております。 

      また、一般的には幹部団員が退任に当たりまして退団するというものでしたが、最

近では退団せずに一般団員として在籍するというケースもあり、入団員を増やすこ

とと退団する団員を減らすという両面での団員確保を行っております。 

      さらには令和４年４月に団員の報酬・費用弁償の適正化のため処遇改善を行ってお

り、消防団に入団する一つのきっかけとなればと考えております。 

      最後に、現在の定数と、部・班の編成が平成14年度からのものでありまして約20年

が経過しております。小型動力ポンプ・軽積載車等の装備充実も進めながら、現在

の定数・編成が適正かどうかということを検討していく必要があるとこのように考

えております。 

      次に、２要旨目の「にぎわい創出事業を振り返っての総括は」に関するご質問でご

ざいます。 

      本町はこれまで大規模な工業団地の整備と企業誘致の成果によって、多くの世界的

企業に立地いただき、その相乗効果により区画整理事業による居住環境に配慮され

た新市街地の拡大整備が進み、本町の人口は大幅に増加いたしました。 

      そのような中にあって、平成７年に策定しました大和町第三次総合計画以来、吉岡

地区の中心市街地としての整備と商店街の活性化によるにぎわいのある市街地とし

ての再生が掲げられ、その実現に向けてこれまでも数回にわたり整備計画が検討さ

れてきましたが、その実現に至らず本町の大きな課題の一つになっておりました。 

      また、大和町第五次総合計画の策定時におきまして、一般町民の方々等を対象に令

和２年度に実施いたしましたアンケート調査では、「既存商店街のにぎわいの創出

として必要な機能や空間は」の設問に対し、多くの方々からは「飲食店・大型商業

施設」等の整備でございましたが、それに次いで「文化施設・図書館整備」への意

向が示されました。 
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      このアンケートでの意見やこれまで本町が課題として捉えておりました市街地のに

ぎわいを生み出すための方策として、令和３年度より「図書館機能を有する複合施

設」の整備を核としながら、にぎわいの創出について多くの住民の皆様に参画をい

ただき検討を行ってまいりました。 

      その間、住民の皆様からは施設整備等に対します様々なご意見やご提案をいただき、

この場をお借りしまして改めて御礼を申し上げたいというふうに思います。 

      しかしながら、皆様からはそれ以上に「複合施設の整備の前に、整備地周辺道路の

現状からも道路状況の改善が先決である」とのご意見を頂戴しました。 

      町としましては、複合施設の整備と併せ小中学校等の文教施設や空き店舗等の活用

によります新たな人の流れや交流等によりますにぎわいを検討しておりましたが、

皆様からのご意見を重く受け止めまして、昨年度において事業を一旦立ち止まるこ

ととし、今年度、改めて整備手法等について再検討を行い、その結果、「図書館機

能を有する複合施設」の整備を核としたにぎわい創出は白紙とし、都市計画道路を

中心とした道路整備方針等の策定を行うこととしたものであります。 

      今回実施いたします道路整備方針等の策定につきましては、これまで皆様から頂戴

したご意見等を踏まえつつ、現在の道路状況の改善に向け検討を進め、中心市街地

としての整備と活性化等につきましては道路整備の波及効果等を分析し、新たな視

点を盛り込みながら方向性が見いだせるように歩みを進めてまいります。 

      次に、「地元業者の入札や下請けを増やす工夫」に関するご質問にお答えします。 

      地方公共団体の調達につきましては、その財源が税金であり、最小の経費で最大の

効果を上げることが原則となっております。 

      このため、地方公共団体が発注を行う場合に、参加希望者を募る調達方法として一

般競争入札が原則とされておりますが、そのほかにも指名競争入札と随意契約が認

められております。 

      本町では予定価格が2,000万円以上の事業を一般競争入札とし、その他の事業等で

指名競争入札を採用しております。 

      令和４年度の入札執行件数は、一般競争入札は39件、指名競争入札は220件実施い

たしております。 

      指名競争入札につきましては、物品・役務が110件あり、うち町内業者が落札した

のは件数は36件、32.7％、金額ベースでは45.7％となっております。工事につきま

しては105件あり、うち町内業者が落札したのは件数が71件で67.6％、金額ベースで

は35％でありました。 
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      物品・役務につきましては、町内業者数が少ないことから割合が少なくなったもの

と推測しています。 

      工事につきましては、町内業者の落札が67.6％となっており、町内業者の落札が多

くなっている状況でありました。 

      また、本町ではそのほかに簡易型の総合評価落札方式による入札も行っており、そ

の評価方法といたしまして、価格のみにより落札者を決定するのではなく、会社の

所在要件、地域貢献度等を点数化し、落札者を決定する方式となっております。 

      総合評価落札方式におきましては、対象工事３件のうち２件で地元の業者が落札し

ております。この総合評価落札方式は、町外業者と比べますと地元業者の地域貢献

度等により地元業者が有利になる方式であると考えております。この方式は、国、

県の指導を頂戴しながら実施しており、効果としましては地元業者と地元以外の業

者が競争するようなケースでの採用が有効であると考えております。 

      併せまして、下請工事につきましては、下請負が必要となるような大きな工事の場

合は、地元業者への下請負や地元産材の活用などについても考慮いただくなど、今

後も引き続き町内事業者等の協力を得られるよう努めてまいります。 

      以上が、本町の令和４年度の入札状況でありますが、ご質問にもございますとおり

災害復旧や除雪業務、さらに地元雇用は大変重要であると認識しているところであ

りますので、今後も地元業者の育成に努めてまいります。 

      以上でございます。 

 

委 員 長 （門間浩宇君） 

      大須賀 啓君。 

 

大須賀 啓委員 

      丁寧な説明をしていただきましたので、質問しないかなと思ったんですが、総務常

任委員会でお叱りを受けるかと思いますので、端的に質問させていただきます。 

      町長のまずは１件目、消防のことなんでありますが、消防の現在の定数と部・班の

編成が14年からもう変わっていない、20年が経過しているとの答弁でありましたが、

その後、今後検討しますということでありますけれども、消防は、皆さんご存じの

ように火災や災害、身の危険を考えずに一生懸命、発生すればそういった危険を顧

みず住民の安心安全のために頑張っている団員の皆さんでありますから、やっぱり

20年間もそういった定数とか部・班の見直しをされていなかったというのは非常に
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残念に思うところでありますので、早急な見直しをしながら、町長は消防長になっ

ているんですよね。消防長ではない。黒川消防は消防長だけれども消防団の町長は

（「団長ではない」の声あり）消防長ではないんだ。ごめんなさい。しかし、町と

して、今後やっぱり消防団、そしてまた若い方々が何ていうんですか、魅力を感じ

るようなやっぱり啓発活動をしていただきたいなというふうに思いますので、よろ

しくお願いします。 

      続きまして、にぎわい創出事業を振り返ってということでありますけれども、町長、

この事業につきましては町長選挙の公約であったと思うんでありますが、この図書

館、中止をした理由は理解をするわけでありますけれども、何ていいますか、この

都市計画を中心とした道路整備方針の政策は行うことになりましたけれども、同時

に並行してやっぱりこの図書館機能にぎわい事業ですか、たしか図書館は私は町長

の夢でなかったのかなというふうに思うわけでありますが、町長は今回引退するわ

けでありますけれども、次に担う町長にバトンタッチをして、道路整備はもちろん

でありますが、やっぱりこのにぎわい事業も継続して次の町長にバトンタッチして

いただければ幸いというふうに思いますが、町長のご意見を伺いたいと思います。 

      最後、入札の件でありますけれども、いろいろ町長から説明していただきましたが、

何ていいますか、地元業者優先というわけにはいかないまでも、最近少しずつ地元

業者、何ていうんですか、仕事が増えているようでありますけれども、入札の考え

方、かつては5,000万円が指名された時代もあったんでないかと思いますが、思いま

すがでない、そういう時代もあったんですね。たしか平成14年６月１日までは5,000

万円が指名競争入札でありましたし、その後１年間2,500万円になりまして、平成15

年６月27日からは2,000万円になったわけでありますけれども、この20年前の5,000

万円までは指名競争、今は2,000万円以上が一般競争ということでありますが、もう

20年も前の5,000万円と今の町長2,000万円以下ですよね、指名競争は。2,000万円以

上が一般競争になるわけでありますから。この辺をどう考えますか。できますれば、

今の価値観で20年前の5,000万円までを一般競争にしたらいかがと思いますし、そう

いう金額で地元業者が請け負うことによって、地元のいろんな業種、内装屋さんな

り電気屋さんなり設備屋さんなり地元にはたくさんあるんですね。そういった方々

が一緒に共同・共有して仕事ができるのではないかと。そのことが下請という言葉

はちょっと申し訳ないんですが、やっぱり地元、そういういろんな業種の方々がお

りますので、共有して一つのものを造り上げていくというのがこれからの時代、大

事かなというふうに思うんであります。 
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      何かだんだん私の思い違いかと思いますが、大手企業だけが生き延びる施策といい

ますか、国の方針といいますか、そういうふうに私は見受けられるんでありますが、

そうでなくて、やっぱりまちづくりは地元の共有した事業者の皆さんと一緒に手を

携えて、一つのものづくりをしていくということが非常に大事でないのかなという

ふうに思いましたので、入札、あんまり好きなことではないんですけれども、そう

いう意味での質問でありますので、町長のご意見をお聞かせいただきたいと思いま

す。 

 

委 員 長 （門間浩宇君） 

      町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      それではただいまの大須賀副委員長の再質問でございますが、まず消防団の人員の

関係でございます。 

      先ほど申しました20年間の見直しをしてない、見直しをしてないといいますか、そ

のままであるということについては事実でございます。その間、時代がいろいろ変

わってきているということがあって、定数についての考え方ということでございま

すが、消防団でございますので人が少ないからいなくてもいいというものではない

んだろうなというふうに思っております。ただ、現実的にはおっしゃるとおりの状

況がございますので、そういったことについて消防団の方々ともいろいろ協議とい

いますかお話合いが必要だと。人が少ない部分でカバーするために今さっきも言い

ましたけれども積載車をやるとかそういったエリアを広げるとか、そういったもの

のカバーをしながらの人員の再編といいますか、そういったことが必要なんではな

いかというふうに思っております。 

      見直しという、見直しといいますか、そういったものにつきましても団長等ともそ

ういったお話をする機会もありますので、その現状については十分町としても把握

しておりますし、今のままでということについての見直しという言い方がいいのか

どうか分かりませんが、考え方について整理をする必要があるというふうに思って

います。 

      ちょっと話が変わってしまうかもしれませんが、この間テレビでハヤブサ消防団と

いうテレビ番組がございました。あれは小説があって私テレビは見ていないんです

が、そのハヤブサ消防団という名前が面白いというか珍しくて本を読んだんでした
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が、ミステリー小説ではあるんですが、活動する部隊が消防団なんですね、地域の

消防団。それで、その中で消防団の消火活動ばかりではなくて捜査活動をやったり、

あるいは他の消防団との何ていいますか、競技における競争があったりというよう

なことがあったり、あとは消防団の人たちが集まっていろいろ意見交換する場があ

ったりということで、非常に消防団の、何ていうんだ、魅力を知ってもらうにはい

いあれかなと思っていましたらテレビでもやりましたので、ああいったことで見て

消防団に対して皆若い人も興味を持ってもらったりしているんではないのかななん

て期待もしているんですが、それは全然別なあれでありますけれども、そういった

形で、そういった形といいますか、魅力を知ってもらう、魅力といいますか、意義

といいますか、そういったものを知ってもらうということも大切なことだというふ

うに思っております。 

      なかなか今のそういったコロナ禍でそういった機会もできなくなったということも

あったと思いますので、消防団の方々にもそういった機会を持ってもらって、若い

人に技術だけではなくていろいろ人的なつながりを伝えていただくとかそういった

こともあったほうがいいと思いますし、そういった場をつくってもらえるのも消防

団だというふうに思っておりますので、消防隊につきましては大切な組織として今

後どうあればいいのか、人数編成等も含めながら今後いろいろやっていく必要があ

るというふうに思っております。 

      それからにぎわい創出でございますけれども、これにつきましては図書館につきま

しては私公約という形で前回申し上げたところでございます。実現できなかったと

いう、実現できなかったというかそういう状況での退任ということで大変申し訳な

く思っておりますが、にぎわいというものについては大事なことだというふうに思

っております。そのことで、今回の道路の整備ということをやっておるわけでござ

いますけれども、当然、併せて、並行してにぎわいということについては考えてい

くことが大事だと思っています。ただその場所もどこということもいろいろ今回の

いろんな意見を聞く場でいろんなご意見もございましたので、そういったことも含

めて町としてのにぎわいということについては、何ていいますか、町の元気の示す

ところでもありますので、町としても継続的に取り組んでいく必要があるというふ

うに思っておるところでございます。 

      それから入札の件でございます。 

      お話のとおり入札につきましてはその時代時代といいますか、いろんな中で動いて

きているところがあって、これがベストというのはなかなかないんだというふうに
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思っております。 

      一般競争入札につきましても5,000万円というのがあってその前130万円という時代

があったそうでございまして、要するに全部競争入札をしようという試行のようで

したけれども、そういったことがあって5,000万円になって2,500万円になって2,000

万円という時代、現在にございます。 

      物価の動向では今資材が上がっているとか人件費が上がっているということもあり

ますので、その金額の価値も当然同等ではないというふうに考えております。その

金額がどの辺が妥当なのか、どういったものが妥当なのか、町のほうで入札監視委

員会とかそういったものも設けてご意見も頂戴しておりますので、そういった時代

背景といいますか、そういったことも考えながら入札というものは考えていく必要

があるとこのように考えておるところでございます。 

      以上でございます。 

 

委 員 長 （門間浩宇君） 

      大須賀 啓君。 

 

大須賀 啓委員 

      ただいまの説明で理解はしていますが、消防団に限っては私も35年か40年ぐらい前

消防団員でした。その当時は私は消防団に魅力を感じていました。10年間ぐらいで

辞めざるを得なかったわけでありますが、辞めざるを得なかった理由は着るものが

なかったんです。上しか。ですから講習にも行けなかった。体型が悪かったんだね。

それで諦めて辞めざるを得ない状況でありましたが、ですから私が思うには、本当

に私広くは知りませんが、宮床地区の団員の方々と接するたびに、やっぱり若い

方々を入れたい。団員にしたいというお話をよく聞きますし、そのことによって大

変苦労しております。昔はたしかお父さんの言うことを聞いて息子がお父さんの交

代で入ったとかね。入団したとかというお話を聞きましたが、今も結構そういう感

じで団員になっている方多いかと思いますけれども、いずれにしてもやっぱり町長

の答弁の中で、昔は４分の１だった農家の方々が今は会社員が４分の３ということ

でありますから、何かあったときにも地元で仕事をしているんならともかくやっぱ

り遠くで仕事をしていますと、特に火災なんかの場合は、日中、あるいは夜間もあ

るかと思いますけれども、なかなかすぐ対応できない状況にもあるんでないのかな

というふうに思いますし、そういう意味でもやっぱり若い方々に本当に興味といい
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ますか、入っていただくことが消防団員のためにも、あるいは安心して暮らせる町

民の方々のためにもなるんじゃないかなというふうに思いますので、まずは消防団

員の団長をはじめ各分団長なり部長の方々一生懸命そういう募集のみならずやって

いるわけでありますので、まずは町がやっぱり一生懸命啓発活動していただきたい

という思いで一般質問していますので、その辺町長も一言よろしくお願いしたいと

思います。 

      あとはにぎわい創出、町長、非常に図書館建設公約であったがゆえに非常に残念無

念だと思いますが、まだ現職町長でありますから、町長、まだまだ自分の思いを次

の町長に送っていただくにもやっぱり道路整備ももちろん大事でありますが、同時

にやっぱりもう一度このにぎわい創出事業、図書館、やっぱり反対は確かにあった

ものの、全ての方ではないと思うし、一部の方であるんじゃないかなというふうに

私は思いますし、やっぱりまだまだ皆さんが期待している事業でないかなというふ

うにも思いますから、町長、夢を持ってこの事業を推進に向けて一生懸命努力して

きていただいたわけでありますから、諦めずに、もう残すところ僅かでありますけ

れども、ここで一言言えば次の町長に引き継ぐことも可能かなというふうに思いま

すので、もう一言お願いしたいと思います。 

      それから入札につきましてはくどいんでありますけれども、やっぱり今回の入札の

件につきましてはやっぱり地元の業者育成、これは建設業だけでなくていろんな業

種の方々がおりますね。商工会中心で加入している方々、その方々がやっぱり生き

る道を誰しもが望んで頑張っているわけでありますが、何度も言うように、何かや

っぱり小さな中小企業ですと大手にはかないませんので、やっぱりその辺はやっぱ

り町の仕事は町内の業者挙げてやっぱりできるような、やれるようなやっぱり方策

というのは私は大事でないのかなと。国、県の指導なり施策も大事でありますけれ

ども、やっぱり町は町の単独のやっぱり考え方で、特に町長あるいは執行部の皆さ

ん方の思いで情熱のあるそういった仕組みをつくることも私は大事であろうという

ふうに思いますので、もう一言よろしくお願いします。 

 

委 員 長 （門間浩宇君） 

      町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      それではただいまの再質問にお答えをしたいと思いますが、まず消防団でございま
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す。 

      消防団につきましてはそのとおり大変人数的に厳しい状況があったりしているんで

すが、魅力は非常にある、おっしゃったとおりあるんだと思います。あるんだと思

いますが、私ちょっと団員でないものですから、ちょっとそこ、思いますというよ

うな推測で言うの大変申し訳ないんですが、客観的に見るとあるというふうに思っ

ています。それを上手に伝えられてるかどうかということもありますし、そういっ

た伝えていかなければいけない。そういったことを町のほうからも発信をしてとい

うお話だというふうに思っております。 

      これまでもそういった機会をもって、どちらかというと退団をされる方が次の方を

選ぶというような、そういった何といいますか、これまでの慣習ではないんでしょ

うけれどもそういった形がありました。 

      最近は特に新しい方々も増えておりますので、消防団に対する考え方がそういった

方々に消防団というものを分かってもらっているかどうかという部分については、

以前ほど、以前ほどといいますかね、前だと誰でも分かっている話ですけれども、

新しい人についてはなかなか分からない部分だと。 

      ただ大和町の場合はおかげさまで団地の方もそういったことに興味を持っていただ

きまして、もみじケ丘等でも班ができたりということで大変感謝しているところで

ございますが、そういった情報の発信も町からも積極的にこれからそういった方々

にもしていく必要があるんだろうなというふうに思っております。 

      それからにぎわいにつきましては、にぎわい創出ということ、にぎわいということ

は大変大事なことでございます。そういった中で私図書館ということを申し上げま

したが、それについては一旦白紙ということでございます。いろんなご意見がある

中でございますので、今後新たにまたいろんなご意見が出てくる中の案の一つとし

てそういったことは入れてもらうとか、私があれではなくて、皆さんの意見の中で

そういったことも出てくる施設なんだろうなと私は個人的には思っているところで

ございます。にぎわいにつきましてはそういうことでぜひ必要ですので、町として

も当然やっていくということでありますので、よろしくお願いします。 

      それから事業者さんの地元育成ということで、あらゆる業種に関してということで

ございます。全くそのとおりだというふうに思っております。町のほうではそうい

った方々のおかげでこの町ができているところでございますので、そういった方々

にも、そういった何ていいますか、いいことがあるといいますか、ギブ・アンド・

テイクといいますか、そういったことが当然あってしかるべきだと思っております。 
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      地元の方々のご協力があって町が成り立っているということについては100％間違

いございませんので、町としましてもそういったこと、できることについて積極的

に取り組んで、そういった共に成長できるといいますか、そういった方策、町とし

て取り組んでいくということ、大切だと思っていますので、よろしくお願いいたし

たいと思います。 

 

委 員 長 （門間浩宇君） 

      大須賀 啓君。 

 

大須賀 啓委員 

      以上で総務常任委員会の代表質疑を終わらせていただきます。ありがとうございま

した。 

 

委 員 長 （門間浩宇君） 

      以上で、総務常任委員会代表大須賀 啓副委員長の代表質疑を終わります。 

      次に、社会文教常任委員会代表佐藤昇一君。 

 

佐藤昇一委員 

      続きまして、社会文教常任委員会を代表しまして代表質疑始めさせていただきます。 

      １件目、子ども虐待防止等に関する相談窓口強化について。 

      要保護児童（虐待等）及びひとり親家庭支援における必要な対応件数が令和４年度

が332件でありました。現在の対応する職員はかなり負担を背負っていると考えられま

す。このことから、例えば、専門資格を持った方々に仕事を委託することを含め、対

応強化を図るべきではないか。 

      ２件目、ひだまりの丘トイレ改修について。 

      ひだまりの丘（保健福祉総合センター）において、10月開所に向け、地域包括支援

センターの整備が進んでおります。先般の現地調査で確認したところ、今後、利用者

が増えることを想定した場合、現状の和式トイレでは利用者に不便を来すと考えられ

ます。早急に洋式トイレに改修すべきではないか。 

 

委 員 長 （門間浩宇君） 

      答弁を求めます。町長浅野 元君。 
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町  長 （浅野 元君） 

      それでは初めに、「子どもの虐待防止等に関する相談窓口強化について」に関する

ご質問でございます。 

      こども家庭庁が今月７日に発表いたしました令和４年度におけます全国の児童相談

所で対応した児童虐待の対応件数は21万9,170件、これは速報値でございますが21万

9,170件で、これまでの過去最高を記録し、増加の一途をたどっております。 

      本町におきましても、児童虐待の相談件数は令和３年度は228件でしたが、令和２

年度では326件、令和元年度は308件と近年は300件前半で推移している状況でありま

す。 

      本町における現在の児童虐待に対応する職員は４名で、うち３名が専任、その３名

のうち２名は社会福祉士でございますが、３名が専任で業務に当たっております。 

      １つの児童虐待事案が発生しますと、１番目に相談通報の受付があり、２番目にそ

の受付受理会議、３番目に調査、４番目にアセスメント、５番目に支援計画の作成

等、６番目に支援・指導等、７番目に児童記録票の作成、８番目に支援の終結まで

の手続を行うようになります。 

      児童虐待への対応は、目撃情報の整理や対象児童への支援のみではなく、保護者の

幼少期からの家族歴、これまでの歩みや心情の聞き取りなど家族の構造的問題とし

て把握し、虐待が生じた要因を家族が改善または共有することまでの支援が必要で

あり、一時の助言や経過観察での解決は望みにくいのが現状です。 

      このように様々な手続と調整を要しますことから、子ども家庭課では担当者１人が

対応することなく２人で１ケースを取り扱うこととしており、また庁舎内の教育総

務課、健康推進課、福祉課、外部の児童相談所、仙台保健福祉事務所、警察、学校

や保育所などの様々な関係機関との連携を常に図れるよう環境を整え、担当者１人

への負担集中や抱え込みが生じないように体制を整えているところでございます。 

      その中でも緊急性が高いものや、医学的・心理学的・教育学的・社会学的及び精神

保健上の判定を要するときは、児童相談所に送致、ケースの移管でございますが、

送致しております。 

      委員ご提案の児童虐待業務の外部への委託につきましては、児童相談所を設置する

都道府県、政令指定都市の一部において体制強化を図るために、「泣き声がする」

や「大きな音がした」などの通告を児童相談所が受けた後、緊急性が低い事案と児

童相談所が判断した家庭を訪問して安全確認する業務をＮＰＯ法人や協同組合に外
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部委託している事例がありますが、宮城県内においては業務を受託できる事業者が

まだいないことから、外部への委託は難しいものと考えております。 

      一方、町内関係機関の児童虐待の早期発見や対応力向上のため、また初動の情報収

集の向上、対象児や保護者への関わり方の研修を開催することで、児童虐待への対

応強化が図られ、ひいては子ども家庭課のみならず関係機関の負担軽減にもつなが

りますので、そのような事業も今後展開してまいりたいとこのように考えておりま

す。 

      次に、ひだまりの丘トイレ改修についてのご質問にお答えします。 

      大和町保健福祉総合センターは、平成11年10月、町民の健康増進と高齢者、障害者、

児童福祉の向上及び保健・福祉の連携を図る拠点として設置した施設であり、住民

の憩いの場やコミュニティーの場として利用されてきました。 

      団塊の世代が後期高齢者となります2025年に向け、要介護認定者が増加することが

見込まれますことから、地域包括支援センターを中心とした介護予防拠点を整備す

ることにより、将来的な介護給付費の抑制及び高齢者福祉の充実を図ることといた

し、令和５年１月より改修工事を着工しており、先般、完工前ではありますが、決

算特別委員会の現地調査で確認をいただいたところであります。 

      ひだまりの丘の施設内には、１階、２階ともそれぞれ男女別トイレ２か所、障害者

用トイレ２か所が設置されております。 

      そのうち、２階トイレ内の配置内容としましては、改修工事を行った西側にある男

子トイレには小便器３個、和式２個、洋式１個、女子トイレには和式３個、洋式１

個が設置されており、反対の東側の男女別トイレには、和式、洋式、１個ずつ、障

害者トイレには洋式２個が設置されております。 

      ひだまりの丘は長寿命化計画を策定した社会福祉施設であり、来年度より改修等を

計画的に進めていくことといたしておりましたが、地域包括支援センターの移転開

所を鑑みますと早期に洋式トイレの整備が必要であり、利用者が快適に過ごせるこ

とができますよう予算を確保して改修してまいります。 

      以上です。 

 

委 員 長 （門間浩宇君） 

      佐藤委員、再質問に入る前に休憩を取りたいと思いますが、よろしいでしょうか。 

      暫時休憩いたします。 

      再開は２時35分といたします。 
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         午後２時２３分  休 憩 

         午後２時３４分  再 開 

 

委 員 長 （門間浩宇君） 

      休憩前に引き続き会議を開きます。佐藤昇一君。 

 

佐藤昇一委員 

      それでは、再質問に移らせていただきます。 

      まず虐待の話なんですけれども、当然、子供たち、オギャーと生まれて、例えば学

校でけんかをしました。オギャーと生まれて手を上げるということが、何でしょう、

本能的じゃなくて、やっぱり育った家庭環境の中でコミュニケーションのツールとし

てどうしても友達に感情を伝えるのが言葉でできなくて手を上げたり足を上げたりと

いうお子さんと接したこともありました。 

      そういう中で、虐待だけがただ件数が減ればいいというだけじゃなくて、その親の

環境と先ほど答弁いただきましたが、そういう環境がやっぱりどこかで切らないと永

遠に親から子、子から孫という感じで暴力が伝わっていくというのも体験させていた

だきました。 

      虐待のことだけじゃなくてそれがいずれ例えば学校のいじめ問題とか、それからそ

れをいじめを受けた不登校だったりとか、そういうところに波及していく大事な問題

だと思います。 

      それからご存じのように、当然、特に公務員の方にしてみれば、職務上知り得た情

報というのは守秘義務というのがあって、それを抱えながら普段の生活を、自分の生

活をさせていただくというのは気持ちの上でかなりの大きな負担を抱えると容易に想

像できます。 

      やっぱりそれぞれが生活していく上で１人の人間、どういう職種であっても１人の

人間として生きていくにはやっぱり心の正常化というのは今後どの職種でも大切だと

思います。 

      そういう意味で、今回の虐待に関する強化をと言っていますが、決してその担当課

の部分がおろそかになっているとか足りないとかと言ってることでの質問ではなくて、

今まで本当に私が知り得る情報でもかなり一生懸命やってもらっているのは分かりま

す。一生懸命やってもらっていることが伝わるゆえに、これをやっぱりもう少し多く



２４５ 

の人間でカバーをしていただき、個々の、何ていうんでしょう、負担を軽くしていた

だき、普段の自分の生活をより楽しく生活していただければなという思いで、前向き

な思いで虐待のこういう窓口の対応強化という言葉で質問をさせていただきました。 

      ぜひとも、こういう当然仕事だからということで、その人が入庁してからずっとや

るわけではなく、誰かが配置転換で必ずやる仕事になるわけで、でしたら特殊な学び

を得て資格を持った職員の方をもっともっと増やして、その対応を一人一人の負担を

減らすことが強化という意味での対応強化ということを受け取っていただければと思

いますが、その辺の町長の思いをお聞かせ願いたいと思います。 

      それから、ひだまりの丘のトイレ改修についてですが、早急にやるんだという答弁

をいただいて、それ以上に何を私、聞けばいいのって実際に思うぐらい前向きな答弁

をいただきました。 

      本当に現地調査させていただいた折に、当然そこに携わる職員の方、そしてまた利

用される方々を思うと、現状のトイレではかなりの不便を来すというのを自分の目で

見て今回改めて質問をさせていただきました。 

      そして、洋式化ということを言葉上単純に一言で済ませたんですが、やっぱりいろ

んな施設を見て歩くとオストメイトに対応したりとか、そういう部分でかなり今トイ

レの在り方も多様な建設をされておるのを見ると、ひだまりの丘、ただ単に洋式化し

ましたという工事ではなくて、やっぱり実際に自分の家庭に帰ってこういうトイレの

方式があるんだなと、何でしょう、自分の自宅を改修する目安になりそうなそういっ

た障害者にとか高齢者に優しいトイレをさらに研究したトイレを改修していただきた

いと思いますが、その辺の気持ちを町長、答弁願います。 

 

委 員 長 （門間浩宇君） 

      町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      ただいまの再質問といいますか、あれですけれども、まず１件目、要するに職員の

負担を軽減しながらみんなで分かち合ってといいますか、そういった中で取り組む

ような体制をということだというふうに取りました。 

      職員の体制につきましては人員的なそういうものですので一概に倍々と増やすとい

うこともできませんが、さっき申し上げましたけれども、担当課だけではなくて、

ほかのそういった課、連携ということの体制をしっかり構築しております。また外
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部との連携もそういうふうにやっております。ですからそれでいいというわけでは

ございませんけれども、そういった人員的な割合のプラス以外でもそういった工夫

をしながら、そういった、何たって職員もそうですけれども、そういった対応する

相手方のことを考えていかなければいけませんので、そういったことについてはみ

んなで協力し合いながらやっていくということ、あと最後に申し上げましたけれど

もいろんな研修会、講習等々やりながら、そういったことに関われるといいますか、

その人が専門的にすぐなるわけではないでしょうけれどもそういった方々を広げて

いくといいますか、そういった工夫等もしながら、全体の負担の軽減、軽減といい

ますか、みんなでやれる体制といいますか、やっていきたいというふうに考えてお

りますのでよろしくお願いしたいと思います。 

      それからトイレについてでございますけれども、今回いろいろ特別委員会の中でも

ご意見を頂戴したというふうに聞いております。 

      今回、ちょっと遅れた形になりますが、洋式化には考えております。ただオストメ

イトとかそういった形になってきますとまた面積の問題とかそういったことも出て

きますので、一概に今ある設備、施設の中でやれるものかどうかということについ

てはいろいろ検討が必要だというふうに思っておりますので、その辺はご理解をい

ただきたいというふうに思います。 

      今後の施設についてはひだまりに限らずそういったトイレ等につきまして、いろん

な多様化が求められておりますので、そういった施設の整備というのはいろいろや

っていかなければいけないというふうに思いますが、費用の問題もさることながら、

その場所の問題とかそういったことも当然出てきますので、そういったところにつ

いての検討を加えながら、そういったニーズに合ったものにどこまで取り組めるの

か、そういった検討を進めながらできるだけそういった対応ができるような取組方

といいますか、そういった研究をしていかなければいけないとこのように考えてお

ります。 

 

委 員 長 （門間浩宇君） 

      佐藤昇一君。 

 

佐藤昇一委員 

      虐待の質問に関しては、本当に先ほどから話ししましたようにやっぱりみんなで対

応していかなければならない案件だと思いますので、今後ともそれは職員だけにそれ
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を求めるという意味じゃなくて、私たちも含め、やっぱりみんなで協力をさせていた

だき、そういう暴力的な案件を減らす努力は必要だなと思いますので、それは理解さ

せていただきました。 

      それから、トイレに関しましてはいろんな規制とかそういう部分はあるでしょう

が、実際にやっぱり使われる方が通常の施設と違ってどうしても必要度合いが高そう

な方が利用される施設と思っております。 

      ３件目ということなので、具体的に、例えば今年度中考えるよとかそういう部分の

答弁をいただければと思いますが。 

 

委 員 長 （門間浩宇君） 

      町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      まず虐待といいますか、それについてはお話ししたとおりみんなでカバーできるよ

うにといいますか、そういった１人だけではないという形でやっていく、職員だけ

ではなく皆さんのご協力もぜひよろしくお願いしたいと思います。 

      トイレについてでございますけれども、これにつきましては早急にという形で申し

上げましたけれども、今年度中といいますか、補正を組んでという形であります。 

      ただ先ほど申し上げましたけれどもオストメイトとかそういったところまではなか

なか行き着けないような気はするんですね。今の段階、その場所の問題とかありま

すので、ですから、そういったことについてはさっきの答弁と同じになりますけれ

ども、そういった工夫のできるところ、そういったことはやっていきますが、ひだ

まりにつきましては補正を組んで年度中にやれるように進めてまいりたいと思いま

す。 

 

委 員 長 （門間浩宇君） 

      佐藤昇一君。 

 

佐藤昇一委員 

      以上で、社会文教常任委員会の代表質疑を終わらせていただきます。 

 

委 員 長 （門間浩宇君） 
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      以上で、社会文教常任委員会代表佐藤昇一委員の代表質疑を終わります。 

      次に、産業建設常任委員会代表馬場良勝委員長。 

 

馬場良勝委員 

      今９月定例会、一般質問一番最初にやらせていただきました。代表質疑で一番最後、

何だか不思議な感じがしますが、よろしくご答弁をいただければと思います。お願い

いたします。 

      それでは産業建設常任委員会を代表しまして質問をいたします。 

      １件目でございます。 

      四十八滝運動公園オートキャンプ場（星空サブローパーク）整備についてお尋ねを

いたします。 

      オートキャンプ場整備の基本コンセプトは何もないキャンプ場でありました。しか

しながら、利用者からはトイレ増設等の要望があったようでございます。今後必要と

思われる設備は何でしょうか。 

      ２件目、ため池での事故防止についてお尋ねをいたします。 

      令和４年度決算では立入禁止看板の設置のみとのことでありました。過去には他市

町村でため池事故もありましたが、今後、町としての事故防止への取組をお尋ねいた

します。 

      ３件目、上下水道管路の維持管理は。 

      上下水道管路の維持管理はストックマネジメント計画やアセットマネジメント計画

に基づき、更新が行われていると感じております。今後、人的・物的要因を考察する

と、管路の更新が困難になることや、上下水道料金の値上げも予想されます。町とし

てどのようにお考えでしょうか。お尋ねをいたします。 

 

委 員 長 （門間浩宇君） 

      答弁を求めます。町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      それでは、ただいまの四十八滝運動公園オートキャンプ場整備についてのご質問に

お答えいたします。 

      本町の観光につきましては、町の強みであります豊かな自然環境を生かした体験型

の観光を推進しておりまして、その拠点である南川ダム周辺の観光整備につきまし
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ては、レンタサイクル「サブちゃり」やオートキャンプ場を整備し、町外からの誘

客や町内での滞留、滞在と回遊を促進しております。 

      ご質問の四十八滝運動公園オートキャンプ場「星空サブローパーク」につきまして

は、本年４月８日にオープニングセレモニーを開催し、「何もないキャンプ場、そ

んな自然の中で何かを感じてください」をコンセプトに４月22日から貸出しを行っ

ており、８月末現在で499名の方にご利用いただいております。 

      その間、６月末まで無料貸出期間を設け、利用者からアンケート調査を行いいただ

いたご意見としましては、区画が広く景観がとてもよくキャンプ場内も舗装されて

おり、車両の乗り入れができることや公園内の整備、清掃等がきれいにされている

などの好評を得ております。 

      その反面、公園内の既存のトイレまでが遠く、夜間通路が暗いので、利用するのに

不便な点や、炊事場やキャンプ場エリア内での電源の整備についてのご意見をいた

だいているところです。 

      トイレを夜間利用する場合の通路が暗いとのご意見に対しましては、センサーライ

トを設置して対応しているところであります。 

      四十八滝運動公園トイレの新設につきましては、利用者の方の利便性や安全面を考

慮し、必要と考え、本年度当初予算において実施設計業務を予算化しており、現在、

既存のトイレとは別に新たなトイレの設置に向けて業務を発注しております。 

      今後、トイレの新設工事につきましては、予算措置に向けた準備を進めてまいりた

いと考えておりますので、よろしくお願いしたいと思います。 

      その他の設備といたしましては、防犯、防火の観点から令和４年度事業で防犯カメ

ラの設置や使用した炭火等を廃棄する炭捨て場を設置しており、水道については公

園内の既存の水飲み場をご利用いただいております。 

      また、子供たちが遊べるように本年度事業で四十八滝運動公園内に幼児用遊具を新

設しているところです。 

      今後必要と思われる整備につきましては、炊事場や電源の整備について利用者から

ご意見をいただいているところでございますが、基本コンセプトが「何もないキャ

ンプ場」であり、利用者からも一定の評価を得ているところでございます。 

      利用者からのご意見等につきましては今後検討してまいりますが、基本的な考え方

として何もない自然の空間の中でキャンプの醍醐味を楽しんでいただきたいと考え

ております。 

      次に、ため池での事故防止についてのご質問にお答えいたします。 
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      本町にはため池台帳に登録されているため池は現在428か所で、このうち堤体のな

い掘り込み式や樋管等の取水設備のないため池が203か所、農業用ため池管理保全法

の対象となっている農業用のため池は225か所あります。農業用のため池のうち決壊

すると下流の住宅等に甚大な被害を及ぼすおそれのある防災重点農業用ため池が32

か所ある状況でございます。 

      近年、県内においてフェンスや注意喚起看板が設置してあるため池においても、転

落し死亡するという痛ましい事故が数件発生しているところでございます。 

      本町では、平成29年度から水難事故を未然に防止するため注意喚起の看板を設置し

ておりますが、その看板が破損していたりまだ設置していない箇所もあることから、

令和４年度に看板を新たに作成し、町で設置したり地元の水利組合等にお願いし設

置しているところでございます。 

      今後の事故防止への取組につきましては、これまで同様にため池付近で遊ばない、

立ち入らないことを広報たいわ等で啓蒙、呼びかけを行うほか、道路の近くにある

など容易に人が立入りができるような場所にあるため池については、フェンス等の

侵入防止施設の設置を進めてまいります。 

      また、万が一ため池に転落してしまった場合、ため池の堤体に遮水シートやブロッ

ク張りが設置されているところは特に滑りやすく、はい上がるのが困難であります。

その対策の一つとして、手や足を引っかけることができれば堤体に自力ではい上が

りやすくなる救助ネットがありますので、国等の補助金を活用し、今年度は遮水シ

ート等がある４か所のため池、大報寺沢上２号ため池、これは落合でございますが、

県人ため池、大野地区です。長窪東囲ため池、吉田地区、八幡２号ため池、鶴巣地

区にこれを設置するほか、12か所のため池にフェンスを設置する予定でございます

ので、順次整備を進めてまいりたいと考えております。 

      今後も、地元の水利組合等と協力しながら、ため池での水難事故防止に努めてまい

ります。 

      次に、「上下水道管路の維持管理は」のご質問にお答えをいたします。 

      本町が管理しております上下水道管路延長につきましては、令和４年度末現在で上

水道管が320.9キロ、下水道管が189.1キロ、これには農業集落排水管理を含んでお

りますが189.1キロであり、下水道管につきましては管路施設の一部でありますマン

ホールポンプ場71か所、これは農集排も含んでおりますが、ポンプ場も併せて管理

している状況であります。 

      町民皆様の快適な生活や社会経済活動に欠かせないライフラインであります上下水
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道管路施設につきましては、安全・安心・安定を基本としまして、計画的な更新と

効率的な維持管理に努めているところでございます。 

      しかしながら、上下水道事業を取り巻く経営環境につきましては、管路施設などの

老朽化に伴います更新や耐震化への設備投資、維持管理費用の増大、人口減少に伴

う使用料金収入の減少などによりまして、今後厳しさを増す状況と予測しておりま

す。 

      このことから、町としましては、上下水道事業が将来にわたりサービスを安定的に

継続できるよう、計画期間10年とする中長期的な経営の基本計画であります水道事

業経営戦略を平成29年３月に策定しまして、下水道事業経営戦略を令和３年３月に

策定しております。 

      今後、水道事業経営戦略につきましては策定後７年が経過していることと社会情勢

も変化しておりますことから、来年度見直しを行う予定であります。 

      なお、下水道事業経営戦略につきましても、策定後５年での見直しを行い、計画的

かつ安定的な経営基盤の強化を図りたいと考えております。 

      上下水道管路などの更新や維持修繕につきましては、水道事業アセットマネジメン

ト、これは平成31年３月に策定しておりますが、及び下水道ストックマネジメント

計画、これは令和４年４月に策定しておりまして、これらによりまして現在も管路

施設などの維持更新などを進めております。 

      今後もアセット・ストックマネジメント計画策定後５年での計画的な見直しを行い、

中長期的な視点での状況把握を行い、更新需要や財政収支の見通しを立て、計画的

かつ効率的な事業を実施し、上下水道事業の適正化を図ってまいります。 

      なお、本町の下水道事業、これは公共下水道、農業集落排水、合併処理浄化槽事業、

３つでございますが、につきましては、経営の健全化、財務状況の明確化及び施設

の効率的な維持管理を図るために、令和４年４月１日から地方公営企業法を適用し、

公営企業会計に移行しております。 

      現在宮城県におきましては、上下水道事業の広域化・共同化について、県と関連市

町村で事務の洗い出しや委託状況調査、窓口業務などの包括的民間委託導入に向け

た勉強会・協議会を進めているところであります。 

      本町といたしましても、民間委託可能な事務事業につきまして、県内他市町村の取

組状況を参考とするため、情報収集を行うことといたしております。 

      今後、本町の上下水道料金につきましては、経営戦略を活用いたし、上下水道事業

経営の現状や課題などを的確に把握し、分析を行った上で、上下水道料金見直しの
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検討が必要になるものとこのように認識しているところでございます。 

      以上です。 

 

委 員 長 （門間浩宇君） 

      馬場良勝君。 

 

馬場良勝委員 

      ただいまご答弁をいただきました。 

      まずキャンプ場、おっしゃるとおり炊事場と電源が必要になってくるというご答弁

でございました。検討されるということでございました。 

      一方で、答弁の中では何もないのがいいという矛盾されるようなご答弁もありまし

たけれども、私はそれもどちらもありだなとは思います。 

      ただ、山形県でしたかね、視察に同僚議員と行ったときには、そのキャンプ場はも

うその区画に電源が立ち上がってコンセントがもう挿せる状況になっているところが

あったりあずまやがあったりとか、そういうキャンプ場もありますが、評価を伺うと

非常に何もないのがいいという部分もありますので、トイレ、一番重要なのは私もト

イレだと思っていましたので、そこを整備されるということである一定の効果はある

のではないかと思いますし、水に関しても調理場に関してもある程度そういうキャン

プをされる方というのは事前に準備されてくるんですよね。もし必要であれば炊事場

のあるキャンプ場に行けばいいだけの話ですから、そういう意味では、今のご答弁で

あったとおり何もないキャンプ場というのも数年これで様子を見てもいいのかなと私

は思いますけれども、いま一度ほかに町長が考えられる何か設備があるのであれば、

例えば町長がどこかを見に行ってこういうのがあったからここいいなと思ったような

施設とか必要と思われるような施設、設備があればお尋ねをしたいと思います。 

      それから、ため池の事故防止についてでございます。 

      ご答弁にもありました。フェンスがあるのに小学生でしたかね、あれは。栗原でし

たかね。入って亡くなったのもありましたし、私も一般質問で以前大衡村さんの親子

３人というのも質問させていただきました。暑さもあって、やっぱり水場、行くなと

言われても行くんですね。ご答弁でもありました。本当にいろいろ防止策を講じてい

かなければいけないとは思うんですけれども、先ほどご答弁の中でフェンスも設置し

ていくというご答弁もありましたけれども、果たして本当に必要なところに必要なフ

ェンスが立つのかなという心配も実はありまして、明日朝６時から私も地元のため池
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の除草をするんですが、そこは７月25日に県のため池サポートセンターというところ

でちょうどそこで実習というのかな、水難学会だったと思うんですけれども、いらし

てですね、土地改良とかと合同だったと思うんですけれども、本当にどぼんと入られ

て、やっぱり上がってこれないです。ひもはついているんですが、下が滑ってひもが

ついていてもやっぱり滑って上がってこれないんですね、手の力だけでは。そこに、

何ていうんだろう、ネットみたいなのを張ってあげるとすぐすっすっすっすっと上が

ってくるというのもありましたので、答弁いただいたとおり順次設置していっていた

だきたいと思いますし、それから考え方なんですけれども、非常に冷たい言い方をさ

せていただければ、フェンスがついていて入るなと言っているのに入って亡くなると

いうのは、これはある意味、言っちゃいけないのかもしれないけれども自己責任とい

う部分も私はあるんじゃないかと思いますよ。だから本当に必要なここは危ないとい

うところにフェンスをつけるのは納得しますけれども、どこでもかんでもつければい

いというもんでもないですしね。その辺は精査が必要かと思いますけれども、いま一

度ご答弁をいただければと思います。 

      それから、上下水道管の今ご答弁いただきました。本当におっしゃるとおりだと思

います。 

      人的でいえば本当に人口減少だったり、これも一般質問でさせていただきました技

術職の職員の減少というんですかね。県も恐らくそれも含めて宮城型水道どうのこう

のというのを取り入れたんだと思います。 

      それも含めて、やっぱり水道料金の高騰というのもあれは頭にあってそういうのを

やられておりますけれども、本町でも距離を聞くと相当長い水管を持って維持管理し

ているわけですよ。一般会計からもある程度お金を入れてやっているわけです。 

      今後、少し中に入っていきたいと思うんですけれども、今後、ある程度諦めていく

管路も必要になってくるかと思うんですよ。要は、これ以上更新しないという管路を、

更新しないという考え方も一つは頭に置いておくべきじゃないかと思いますけれども、

その辺、町長、計画的にとおっしゃいましたけれどもご答弁いただきたいと思います。 

 

委 員 長 （門間浩宇君） 

      町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      それではただいまの再質問でございますけれども、まずキャンプ場につきまして、
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表現がいいのかどうか何もないキャンプ場ということでございますが、本来キャン

プ場って山だから何もないものという我々の年代だとそういうイメージがあるとこ

ろでございます。 

      ただ、今いろんな整備もされているところがあって、それぞれキャンプに求めるも

のがいろいろ多様化しているのかなという思いがございますので、いろんな取り方、

人がいるということですから、全ての人に応えられるわけにいきませんので、大和

町とすればひとつそういった自然の中で自然を満喫してもらって、自然の中での生

活といいますかね、そういったことをという基本的な考え方、これは私は大和町ら

しくていいのかなと思っています。 

      ただ、トイレとかそういったものにつきましては、やはりその辺にするわけにいか

ないので、山だったらその辺、そういうこと言っちゃまずいんでしょうかね、そう

いうことはまずいのでトイレとかは必要なんだろうなと思っています。 

      あとキャンプ場に何が必要なんだろうねという話なんですが、キャンプ場とすれば

大和町の場合は星空があって風景があってということですので、キャンプをする人

にとってはもうそのぐらいあれば、あればといいますか、そういった目的で来ても

らえる形でいいのかなと。ただ子供さんが一緒に来たときにとか、子供が自然ばっ

かり満喫できない子供もいるのかもしれませんので、子供さんが遊べる遊具も造る

という話をしましたけれども、そういったものも多少、多少といいますか、家族で

来た場合にはそういったこともあっていいのかと。 

      あとこれから自転車道、サイクリング、サブロード、タイアップさせてとお話して

ましたけれども、そういう形で子供さんにそっちもやってもらうとかそういった工

夫をしていければいいのではないかというふうに思っているところでございます。 

      それからため池でございますけれども、数が非常に多いところでございますので、

おっしゃるとおり必要のないところという言い方もあれなんですが、やるについて

は必要性の高いところからやっていくというのはこれは当然考えていかなければい

けないというふうに思っています。 

      地元の方々が一番ご存じだと思いますので、そういった意見も聞きながら、やって

いく場合にはフェンスなりネットなりやっていくということは大切なことでござい

ますので、そういったことは地元の方とご相談させていただきながら進めていけれ

ばというふうに思っております。 

      それから上下水道といいますか、これにつきましてはこれから維持管理というのは

どこでも大変なことになってくるんだというふうに思います。 
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      それで、できるところは民間にやるとかそういったコンソーシアム方式とかといろ

いろやっているわけですね。そして、大和町といいますか、各町村もそれと一緒に

やれる部分をやっているというところでございます。 

      今後もそういった部分については民間委託なり共同でやる部分なりについて、そう

いった経営効率を上げるための施策については町単独ということではなくて、そう

いった広いエリアの中で考えていく必要があると思っていますし、そういった動き

も今もう既にあるところでございます。 

      それからさっきの諦める管というお話でございますけれども、大和町は面積が非常

に広いので、確かに延長面積非常にあります。そういった中で、人がお住まいでな

くなった場所とかそういったものについては当然そういうお話だというふうに思い

ますけれども、そういったものについての在り方というのは防災とかもありますの

で、例えば止めておくとか、そういったやり方といいますか、そういったことは考

えていって、効率のいい無駄な部分をやらないといいますか、そういったことは

我々大和町の特に広いエリアの中ですので、そういった考え方を工夫していくとい

うことは大切なことだというふうに考えます。 

 

委 員 長 （門間浩宇君） 

      馬場良勝君。 

 

馬場良勝委員 

      まずオートキャンプ場、町長おっしゃるとおりだと思います。山でということもあ

りますけれども、今１人でキャンプみたいなのも実はこれも多分同僚議員の質問にお

答えだったかと思いますけれども、それでトラブルが起きたりとか、結構女性１人で

行くとどうのこうのと。うちは防犯カメラがついていますからその辺は不安ではない

かと思いますけれども、そういうのも含めていろいろ考えていかなきゃいけないと思

いますし、例えばなんですけれども、私よく今ＰＴＡなので、ＰＴＡの親子行事とい

うのでキャンプ場というかバーベキュー場というか行くんですが、そこだともう材料

と肉が用意してあるんですよね。行ったらもう焼いて食べるだけみたいなというのも

あるので、例えば近くに花野果でしたっけか。あそこに例えばバーベキューセットを

セットしてもらうとか、大和町産のお肉を置いて、野菜はあるんですから。そういう

考え方もできますし、またほかの要は今回決算委員会でも出ましたけれども、観光地、

ここでいえばあそこどこだっけ、蛇石せせらぎでしたかね、駐車場今年度物すごい混
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んだということもございますので、そういう意味ではやっぱり観光地となっている部

分の整備というのはやっぱり今後必要になってくるかと思います。その点について、

最後にご答弁いただければと思います。 

      それから、ため池でございます。これについては本当に町長おっしゃるのも分かる

んですけれども、今後、私は逆に言うと、必要なのは、例えば落ちたときの対応とい

うのが必要になってくるのかなと思いますね。小学校でも着衣水泳というんですかね、

着衣の何かやってはいらっしゃると思いますけれども、これ、川とか沼とかって子供

たち分からないですから、プールと同じ感覚で、私も１回湖で溺れたことがあるんで

すよ、実は。それはすり鉢というか、もう５メートルぐらい行ったらどんと落ちてい

て、富士山の近くの湖でしたがごぼごぼ溺れました。やっぱり子供たちってそういう

のが分からないので、例えば、今後そういう教育がね、もちろん大人にも私必要だと

思います。草刈り機械を背負ってどぼんと落ちたときにじゃあどうやって助かろうと

いうのが、落ちたことがないので分からないですけれども、さあどうなるんだろうと

いう不安もありますしね。これは今後町として、落ちたときの対応というんですかね、

考え方というんですかね、落ちる前も必要だけれども落ちた後の考え方というのもこ

れから必要になってくるんじゃないかと思いますので、いま一度その点についてご答

弁をいただければと思います。 

      それからもう一点、上下水道でございます。 

      本当に町長おっしゃるように、私は人口減少を頭に置いて質問したので大変失礼し

ました。 

      それから物価高ですね。こんなに上がるって多分計画にも恐らくここまで物価高騰

するって入っていないですよ。もちろんロシアの攻撃によってというのもあるんでし

ょうけれども、恐らく管路も今相当高くなっているんじゃないですか。もちろん事業

費も膨らんできますし、という意味ではこれまでの計画が全く通用しなくなってくる

可能性がある。ということは、やっぱり言い方は失礼かもしれないけれども、50年後

の人口でいうと日本人１億人切って8,000万人だか7,000万人という人口でしたね、た

しかね。77年後には5,000万人という私あるあれを見ましたけれども、そういう意味で

は本当に急速に人口は減少していく。だけれども管路はいっぱいあるみたいなね。大

和町の欠点でもあるとは思うんですけれども、そういう意味では先ほど私が言った諦

める管路というのも出てくるのではないかと思いますし、いつまでもいつまでも皆さ

ん町民に負担を強いて水道料金、下水道料金をばんばん上げるというわけにもいきま

せんから、個別にするとかね。そういう部分も必要になってくると思いますので、そ
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の点について最後にご答弁いただければと思います。 

 

委 員 長 （門間浩宇君） 

      町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      それでは、ただいまのご質問でございますけれども、最初にキャンプ場ですね。ハ

ード的な部分だけではなくてソフト的なといいますかそういった対応もあるのでは

ないかということです。確かにそういうこともあるんだと思いますね。あそこで芋

煮会をやっている人がいっぱいいるので、花野果でそういったセットを前に置いた

こともあったんですけれども、まきを置いてみたり。そういったことと併せた形で

バーベキューといいますか、バーベキューを焼くかどうかという今度場所の問題が

また出てくるかもしれませんけれども、それはそれとしまして、そういった形での

地場産品を使った形での活用幅を広げるというんですかね。そういったことは大事

だというふうに思います。一つの案として今後いろいろ検討の材料ということでさ

せていただきたいと思います。 

      それから蛇石公園ですか、せせらぎ公園、駐車場でございますけれども、あそこに

ついては今年も随分人来てもらっております。それで駐車場については前から懸案

でございますので、これにつきましては七ツ森湖畔周辺再整備事業という計画があ

りまして、平成６年度から駐車場につきまして取り組もうということで今計画はし

ております。失礼しました。令和でございますね。令和の来年度から、計画から始

まりますので、設計から入りますので、即工事の整備までということはちょっと追

いつかないかもしれません。いかないかもしれませんが、そういった計画を考え準

備をしているところでございますので、よろしくお願いしたいと思います。 

      それからため池での対応について、何ていうんでしょうか。落ちたときのソフトと

いうのか何というのか、そういったときの対応ということですね。確かにこういっ

たことも必要なんだと思います。今子供さんたち、私もこの前蛇石せせらぎ公園に

たまたま行ったんですが、水遊びをしているんですが水遊びの仕方を知らない。私

から見るとですね。お父さん方もあんまり分かっていない。勝手に思ったんですが、

そういうことでやっぱりそういう機会がないということだと思うんですね。そうい

うことですので、確かにプールとかではやっておられるんだと思いますけれども、

そういったことが訓練としてどういう方法があるのかということはあると思います
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けれども、プールでは多分洋服を着て入ってみたりというようなことをやっている

ケースもあると思いますけれども、なかなか池でというとないんでしょうかね。そ

ういったことも必要とは思いますが、じゃあどういうふうでやれるかなというのに

ついてはちょっと今思いつかないところですけれども、確かにそういった実体験と

してといいますか、そういった自分で感じてする訓練といいますか、こういったこ

とは大切なんだろうなというふうには思います。消防とかそういったところとそう

いうことができるのか、できるものか、大体ですね。その辺からですけれども、そ

ういった考えというのは大切だというふうに思います。 

      それから上下水道につきましては、これから50年後と長期の部分で見た場合に、人

口の減少等は当然、当然といいますか出てくる。そうしたときに大和町に限らずで

すけれども、人がいなくなってしまうという場所も当然出てくるんだろうというふ

うに思います。そういったところについてはどこまでインフラ整備をやっていくか

ということについて判断をしなければいけない。 

      さっきも申しましたけれども、例えばその菅だけ残しておいてそこをストップして

しまって、そして実際水は動かさないで、何か災害があったときとかそういうとき

に流すようにするとかそれも一つの方法だと思いますし、おっしゃるとおりもうば

ちっとやってしまって、そこについてはという考え方もあると思いますが、これい

ろんなケースだと思いますので、一概にこういうふうなことというわけにいかない

んだと思います。何軒かお住まいの方がいれば、当然それはそういった生活の必需

品としてやらなければいけないところもありますので、その辺の難しさはあると思

いますけれども、大胆な発想をすることが必要になる時期もあるのかもしれません。

それが今とか何とかっていつとかというのは分からないですけれども、そういった

判断をして、経営の効率を上げるという判断をしなければいけない時期も将来的に

は人口の減とかそういった中では考えられるのではないかと思います。 

      ただ、今どこからとかというものはもちろんありませんし、将来的なものを見なが

ら難しい対応が必要になってくるんだろうなというふうに思っております。 

 

委 員 長 （門間浩宇君） 

      馬場良勝君。 

 

馬場良勝委員 

      以上で、産業建設常任委員会の代表質疑を終わりたいと思います。 



２５９ 

      町長、お疲れさまでございました。 

 

委 員 長 （門間浩宇君） 

      以上で、産業建設常任委員会代表馬場良勝委員長の代表質疑を終わります。 

      以上で代表質疑を終わります。 

      これで、決算特別委員会に付託された令和４年度の各種会計歳入歳出決算の認定に

ついての質疑を終わります。 

      お諮りをします。令和４年度の各種会計歳入歳出決算の認定については、討論を省

略し採決したいと思います。これにご異議ありませんか。 

         「異議なし」と呼ぶ者あり 

      異議なしと認めます。 

      したがって、令和４年度の各種会計歳入歳出決算の認定については討論を省略し採

決いたします。 

      お諮りをします。令和４年度の各種会計歳入歳出決算の認定については一括採決を

したいと思います。賛成の方はご起立を願います。 

         〔賛成者起立〕 

      ありがとうございます。全員賛成であります。 

      したがって、令和４年の各種会計歳入歳出決算の認定については一括採決すること

に決定をいたしました。 

      これより、令和４年度の各種会計歳入歳出決算の認定についてを一括採決します。

本決算を原案のとおり認定することに賛成の方はご起立願います。 

         〔賛成者起立〕 

      起立全員です。したがって、決算特別委員会に付託された令和４年度の各種会計歳

入歳出決算については、原案のとおり認定することに決定をいたしました。 

      これで本日の日程は全部終了いたしました。 

      会議を閉じます。大和町議会決算特別委員会を閉会します。大変お疲れさまでござ

いました。 

      本決算特別委員会が設置された９月６日から本日まで皆様には多大なるご協力をい

ただきまして、委員長の重責を全うすることができたことに感謝を申し上げます。お

かげさまで無事に決算特別委員会を滞りなく終了することができました。このことに

改めて感謝を申し上げ、委員長の座を降りたいと思います。大変ありがとうございま

した。 



２６０ 

         午後３時２４分  閉  会 

 


